








































































































































































































































































































諸筋村々よりも惣代を以て御訴訟中上、取調仕伎に就 は 助郷共立会人被一一仰付一、被一一下民一候様、奉願、上侠処、各々立会被一一仰付一、於赤坂宿に追々御以調 レ下候処、 方よ は「人馬不正の泣い払行之趣」巾立、宿方よりは「柳不正の取計い無之」垂井宿日〆帳より引合せ、明白相成供様調致し度越 双 理分中張、追々手数相重り供立会被下候得共 正不正の訳など明白相成
美濃同不破郡赤坂宿における助郷役について（中村）





















































































































しつけ、その機構を自己の意のままに最大限に活用し、しかもその活用に関して要する所の諸負担の殆どを その機構に組みこまれた民衆にしわょせしていた当時の為政者達、換言すれば各藩の為政者達や、その総支配者と 君臨していた徳川幕府の為政者等こそ、その真の責任者達であっ という事が出来よう。
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